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  B
ird

's V
iew

建
設
中
の
志
木
・
渋
谷

間
直
通
路
線
、「
都
市
高

速
鉄
道
13
号
線
」
は
、
池

袋
・
渋
谷
間
、
8
.
9
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
下
工
事
が

順
調
に
進
捗
、
東
京
地
下

鉄
株
式
会
社
で
は
、
明
年

度
の
開
業
を
予
定
し
て
い

る
。
志
木
〜
渋
谷
直
通
運

転
開
始
は
、
平
成
20
年
6

月
の
見
込
み
。

こ
の
路
線
で
は
、
通
常

運
転
の
ほ
か
、
急
行
を
運

転
す
る
こ
と
が
特
徴
。
池

袋
・
渋
谷
間
の
所
要
時

間
は
、
J
R
埼
京
線
と
同

等
（
各
駅
停
車
は
J
R
山

手
線
と
同
じ
）
の
予
定
。

志
木
〜
渋
谷
間
は
約
30
分

（
通
勤
時
は
37
分
）
と
予

測
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
将
来
は
、
東
急
東

横
線
と
相
互
に
直
通
運
転

さ
れ
る
。
都
心
を
経
由
し

て
横
浜
方
面
に
至
る
広
域

鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
完

成
す
る
こ
と
に
な
り
、
埼

玉
県
西
南
地
域
の
住
民
に

と
っ
て
は
福
音
と
な
ろ
う
。

志
木
〜
和
光
市
間
は
東

武
東
上
線
、
和
光
市
〜
池

袋
間
は
す
で
に
有
楽
町
線

新
線
と
し
て
営
業
さ
れ
て

い
る
の
で
、
高
速
鉄
道
路

線
の
一
部
と
な
る
東
武
東

志
木
市
本
町
小
学
校
か

ら
ユ
リ
ノ
木
通
り
を
経
て

駅
前
に
向
か
う
本
町
六
丁

目
の
住
民
は
、
穏
や
か
な

住
宅
地
域
の
生
活
を
享
受

し
て
き
た
。

そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
突

如
三
菱
地
所
が
進
出
し
た
。

低
層
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
、

小
さ
な
街
並
み
に
は
不
釣

り
合
い
な
五
階
建
の
集
団

住
宅
の
建
設
計
画
だ
。

こ
れ
に
対
し
て
住
民
は

業
者
と
の
話
し
合
い
を
重

ね
、
監
督
官
庁
へ
の
陳
情

を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
業

者
に
は
、
住
民
の
気
持
ち

を
汲
む
姿
勢
は
見
ら
れ
な

い
よ
う
だ
。　

こ
の
地
域
は
、
郷
土
の

上
線
沿
線
で
は
、
不
動
産

業
者
の
進
出
が
目
立
ち
、

住
宅
開
発
も
活
発
に
な
っ

て
き
た
。

　
　

＊　

＊

東
京
メ
ト
ロ
で
は
、
工
事

の
最
新
の
技
術
を
模
型
と

し
て
示
し
た
「
東
京
メ
ト
ロ

展
示
室
」
を
設
け
、
13
号

線
の
建
設
機
械
の
模
型
な

ど
を
展
示
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
：
新
宿
区
新

宿
五
丁
目
18
ー
21　

 

☎
： 

03 

ー
5
1
5
5
ー

4
6
9
1 

（
建
設
部
新
宿

工
事
事
務
所
）、
丸
ノ
内
線

「
新
宿
三
丁
目
」
B
3
出

入
口
か
ら
徒
歩
3
分
。
目

印
は
花
園
神
社
、
明
治
通

り
沿
い
、
た
だ
し
裏
手
に

入
る
。
無
料
。
年
末
年
始

を
除
き
、
毎
日
、
九
時
か

ら
五
時（
入
館
は
四
時
半
）。

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た

区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
、
市
民
へ
の
説
明
会
が

去
る
七
月
に
開
か
れ
、
市

長
、
建
設
部
長
な
ど
市

側
か
ら
の
意
向
表
明
が
あ

り
、質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

区
域
を
縮
小
し
た
「
優

先
区
域
」
を
設
定
す
る

も
の
で
、
市
長
か
ら
市
議

会
に
も
意
向
表
明
が
行

わ
れ
、
遅
れ
て
い
た
事
業

が
よ
う
や
く
実
行
に
移
っ

た
。明

年
度
中
に
は
、
具
体

的
な
計
画
図
が
つ
く
ら
れ

る
見
込
み
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡
市
長
は
報
告
書
を

受
け
、
二
十
日
、
財
務
省

関
東
財
務
局
担
当
者
が
市

を
訪
問
し
た
さ

い
、
公
務
員
宿

舎
建
設
に
つ
い
て

協
議
す
る
意
向

を
伝
え
、
二
十
一

日
の
市
議
会
で

報
告
し
た
。

今
後
、
国
は

市
側
の
基
地
跡

地
に
対
す
る
利

用
計
画
の
理
解

を
深
め
、
公
務

員
宿
舎
建
設
の

協
議
と
と
も
に
、

市
側
の
跡
地
整

備
の
具
体
策
に

つ
い
て
も
連
携
し

て
事
業
を
進
め
る
素
地
が

で
き
上
が
っ
た
よ
う
だ
。　

作
家
、
永
倉
萬
治
（
埼
玉

県
が
選
ん
だ
百
人
の
一
人
）

が
、
名
作
「
武
蔵
野
S
町

物
語
」
に
描
い
た
と
こ
ろ
、

ひ
ば
り
の
鳴
く
静
か
な
雰

囲
気
は
、
い
ま
も
そ
の
ま
ま

残
さ
れ
、
小
学
校
の
生
徒

が
通
う
ほ
か
は
、
通
行
す

る
車
も
稀
な
．
静
か
な
住

宅
地
で
あ
る
。

志
木
市
内
で
は
、
本
町

六
丁
目
の
ほ
か
に
も
、
多

数
の
高
層
建
築
の
計
画
が

す
で
に
俎
上
に
の
っ
て
い
る
。

　

人
ご
と
と
思
っ
て
い
る

と
、
い
つ
か
は
身
の
上
に
も

近
づ
い
て
く
る
。
他
人
事

と
思
う
べ
き
で
は
な
い
。

　
　

＊　

＊

志
木
か
ら
新
宿
、
渋
谷

を
経
て
都
心
、
横
浜
へ
の

高
速
鉄
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
住
民
に
利
便
性
を

与
え
る
と
同
時
に
、
不
動

産
業
界
に
は
大
き
な
魅
力

の
よ
う
だ
。
始
発
駅
と
な

る
志
木
駅
と
そ
の
周
辺
で

は
、
こ
れ
を
見
越
し
て
の
動

き
が
特
に
活
発
で
、
す
で
に

志
木
駅
東
口
前
に
は
、
三

井
不
動
産
が
進
出
、「
ら

ら
ぽ
ー
と
」
跡
地
に
高
層

住
宅
を
建
設
中
で
あ
る
が
、

新
座
、朝
霞
、和
光
市
で
も
、

住
宅
建
設
は
加
熱
し
そ
う

だ
。平

穏
に
自
然
の
恵
み
の

下
で
暮
ら
し
て
き
た
住
民

に
は
遣
り
き
れ
な
い
事
態

と
な
っ
て
き
た
。

緑
の
ゾ
ー
ン
を
設
け
て

公
園
を
整
備
、加
え
て
「
歴

史
の
記
憶
ゾ
ー
ン
」
や
市

民
の
交
流
の
た
め
の
広
場

を
つ
く
る

朝
霞
市
「
市
基
地
跡
地

利
用
計
画
策
定
委
員
会
」

が
最
終
報
告
書
を
提
出

朝
霞
市
の
中
心
部
に
残

る
米
軍
キ
ャ
ン
プ
跡
地
の
利

用
方
法
を
検
討
し
て
き
た

策
定
委
員
会
は
、
市
民
懇

談
会
（
朝
霞
市
基
地
跡
地

利
用
計
画
市
民
懇
談
会
）

の
提
案
を
大
き
な
柱
と
し

て
、
十
八
回
に
及
ぶ
審
議

を
経
て
、
最
終
報
告
書
を

ま
と
め
、
十
二
月
十
四
日
、

同
委
員
会
の
委
員
長
・
藤

井
敏
信
東
洋
大
教
授
が
、

富
岡
勝
則
市
長
に
提
出
し

た
。そ

の
報
告
書
に
は
、「
市

民
交
流
の
広
場
」
を
駅
、

市
役
所
の
近
く
に
配
置
、

米
軍
建
物
跡
が
分
散
す
る

中
央
部
分
に
は
、
歴
史
を

継
承
す
る
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
を
計
画
、一
部
（
三

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
「
事
業
用

地
」
と
し
て
、
国
が
検
討

中
の
「
国
家
公
務
員
宿
舎

移
転
」の
備
え
と
し
て
い
る
。

朝
霞
市
基
地
の
跡
地
は
・
・

平
穏
に
暮
ら
す
市
民
に
晴
天
の
霹
靂
！

　←　朝  霞  市
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市民の目線で市民が発信する
地域情報紙

和光市北口駅前、突き当たりが優先地域

和
光
市
駅
北
口
土
地
区
画
整
理
が
ス
タ
ー
ト

基
地
跡
地
の

メトロ展示室

北口区画整理、右側が優先地域

志
木
か
ら
渋
谷
へ
直
通

志
木
か
ら
渋
谷
へ
直
通　
　

 

大
手
不
動
産 

住
宅
地
に
進
出  

静かなまち、小さなまち、志木市本町六丁目

　
　
　
　
　

　
メ
ト
ロ
13
号
線　

　

開
業
近
ず
く

駅名は仮称

地下鉄の歴史、建設工事の模型などを展示

和光市駅
突き当りの地域が優先区域

和光市駅北口区画整理はじまる
「優先施行地区」を決めてから・・・
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獅
子
舞
を
伝
承
す
る
ま
ち                    

神
社
が
大
和
田
氷
川
神
社

に
合
祀
さ
れ
、
ま
た
、
龍

泉
寺
が
廃
寺
と
な
っ
て
以

来
、
現
在
は
、
坂
下
の
歩

道
橋
右
側
の
空
家
と
な
っ

て
い
る
旧
家
の
庭
に
「
お

仮
屋
」
を
た
て
、
大
和
田

氷
川
神
社
か
ら
も
ど
っ
た
日

（
土
曜
）
と
そ
の
翌
日
（
日

曜
日
）、
夜
の
八
時
三
十
分

ご
ろ
か
ら
、
地
元
で
の
獅

子
舞
を
演
じ
て
い
る
。

中
野
地
区
に
入
る
に
は
、

坂
を
上
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
左
手
の
台
地
中
腹

の
最
初
の
道
を
左
に
入
っ
て

行
く
と
「
薬
師
堂
」
に
出

る
。
と
く
に
そ
れ
を
示
す

案
内
板
は
な
い
が
、
古
く
か

ら
の
中
野
の
共
同
墓
地
と

な
っ
て
お
り
、「
細
沼
家
先

祖
代
々
之
墓
」
と
書
か
れ

た
墓
石
な
ど
が
並
ん
で
い
る

の
で
、
す
ぐ
わ
か
る
。
細
沼

家
・
榎
本
家
・
栗
原
家
・

森
田
家
・
小
原
家
・
古
原

家
・
斎
藤
家
な
ど
が
、
中

野
の
代
表
的
な
旧
家
と
い

え
よ
う
か
。
薬
師
堂
は
ま

た
、
眼
を
治
す
神
様
と
し

て
も
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
現

在
は
大
和
田
の
普
光
明
寺

の
管
理
下
に
あ
る
。
獅
子

舞
の「
お
仮
屋
」の
資
材
は
、

普
段
は
薬
師
堂
に
し
ま
わ

れ
て
い
る
。
薬
師
堂
の
先

を
そ
の
ま
ま
西
に
進
む
と
、

松
永
安
左
衛
門
の
別
荘
と

し
て
知
ら
れ
る
「
柳
瀬
山

荘
」（
こ
こ
に
は
国
指
定
の

重
要
文
化
財
の
黄お
う
り
ん
か
く

林
閣
が

あ
る
）
が
あ
る
が
、
そ
こ
は

所
沢
市
坂
之
下
で
あ
る
。

  

川
越
街
道
に
戻
る
。
坂

に
上
り
か
か
っ
て
左
右
を

み
る
と
、
大
き
な
旧
家
が

集
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
感
じ

取
れ
る
。
そ
う
し
た
家
は
、

街
道
か
ら
細
い
道
を
右
手

に
は
い
っ
た
奥
に
も
あ
り
、

文
字
通
り
奥
の
深
さ
を
感

じ
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。

農
村
の
屋
敷
の
面
影
を
色

濃
く
残
し
て
い
る
。

田
畑
を
開
く
場
合
、
台

地
の
上
で
は
水
が
引
け
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
最
初
に
開
か

れ
る
の
は
川
の
流
れ
る
低

地
周
辺
、あ
る
い
は
崖
下（
ハ

ケ
の
下
）
の
湧
水
地
周
辺

の
、
い
わ
ゆ
る
谷や
つ
と
よ
ば
れ

る
所
と
な
る
。
早
く
か
ら

中
野
に
住
み
つ
い
た
旧
家
の

人
た
ち
は
、
坂
を
上
り
切

ら
な
い
高
さ
の
地
に
住
ま
い

を
建
て
、
崖
下
の
遊
水
地

周
辺
に
水
田
を
開
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
柳
瀬

川
の
開
発
に
よ
っ
て
水
の
汚

れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、

昭
和
四
十
五
年（
一
九
七
〇
）

ご
ろ
か
ら
稲
作
は
中
止
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

最
初
の
歩
道
橋
手
前
に
、

斜
め
左
手
前
方
に
入
る
小

さ
な
道
が
あ
る
。
そ
こ
は

中
野
川
と
呼
ば
れ
る
小
さ

な
川
べ
り
の
道
で
、
少
し
先

に
石
の
祠ほ
こ
らと

と
も
に
三
つ
の

小
さ
な
石
像
が
な
ら
ん
で

い
る
。
そ
の
右
端
に
あ
る
の

が
「
倶く

利り

伽か

ら羅
龍
王
石
像
」

で
、
剣
に
巻
き
つ
い
た
龍
が

剣
を
飲
む
姿
を
形
ど
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
水
神
様
、
水

の
神
様
と
し
て
ま
つ
っ
た
も

の
だ
。
こ
こ
は
昔
か
ら
「
中

野
の
滝
」
と
呼
ば
れ
る
湧

水
の
豊
富
な
と
こ
ろ
で
、

野
菜
を
洗
っ
た
り
、
洗
濯

を
す
る
場
所
だ
っ
た
と
い

う
。川

越
街
道
に
戻
っ
て
、
さ

ら
に
百
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
上
っ
た
左
手
台
地
上
に
、

富
士
塚
（
大
和
田
中
野
富

士
）
が
あ
る
。
こ
の
辺
り
に

来
た
ら
、
上
の
方
を
見
な
い

と
見
過
ご
す
か
も
し
れ
な
い

が
、
長
い
階
段
が
あ
る
の
で

注
意
し
て
い
れ
ば
わ
か
る
。

そ
の
階
段
を
上
る
。
昭
和

の
初
め
こ
ろ
ま
で
は
富
士

塚
が
街
道
側
に
張
り
出
し

て
お
り
、
道
も
そ
れ
に
連
れ

て
か
カ
ー
ブ
し
て
い
た
が
、

直
線
道
路
に
さ
れ
た
た
め
、

安
斎　

達
雄

新
座
市
中
野
地
区
を
歩
く

地
区
で
あ
る
。

中
野
村
は
入
間
郡
の
村

だ
っ
た
.
.
.

昭
和
五
十
年（
一
九
七
五
）

八
月
以
来
、
中
野
地
区
は

新
座
市
中
野
一
丁
目
、
中

野
二
丁
目
と
表
示
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
以

前
は
「
大
字
大
和
田
字
中

野
」
と
書
か
れ
、
古
来
か

ら
新
座
郡
（
そ
れ
以
前
は

新し
ら
ぎ羅
郡
）
に
属
し
て
い
た
大

和
田
の
一
部
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
新
座
市
の
中

野
は
、
東
京
方
面
か
ら
見

た
場
合
、
新
座
市
で
は
唯
一

柳
瀬
川
の
北
西
側
に
飛
び

出
た
地
域
で
あ
る
。
そ
の

中
野
地
区
の
中
央
部
を
走

る
川
越
街
道
は
、
わ
ず
か

一
キ
ロ
ほ
ど
の
長
さ
で
、
地

形
も
な
め
ら
か
に
隣
の
入

間
郡
三
芳
町
に
入
っ
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
新
座
は
柳
瀬

川
の
南
東
ま
で
と
し
、
そ
れ

以
北
の
中
野
地
区
は
入
間

郡
に
属
す
る
別
の
行
政
地

区
と
し
た
方
が
自
然
に
も

思
え
る
。

行
政
地
域
の
境
界
に
つ
い

て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治

的
・
歴
史
的
な
事
情
が
あ

ろ
う
か
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で

よ
い
の
だ
が
、
歴
史
的
に
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

徳
川
家
康
が
関
東
入

国
し
た
翌
天
正
十
九
年

（
一
五
九
一
）
五
月
、
こ
の
辺

り
を
支
配
し
た
芝
山
小
兵

衛
政ま
さ
か
ず員

は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
書
面
を
あ
た
え
ら
れ
て

い
る
。

「
武
蔵
国
新
座
郡
の
内

大
和
田
村
、
入
間
郡
の
内

水
子
村
並
び
に
中
野
村
、

都
合
三
百
石
、
こ
れ
を
出

し
置
き
お
わ
ん
ぬ
.
.
.
」

こ
れ
で
見
る
と
江
戸
時

代
が
始
ま
る
直
前
、
中
野

村
は
新
座
郡
で
は
な
く
、

三
芳
村
と
同
じ
入
間
郡
に   

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
や
は
り

入
間
郡
と
新
座
郡
と
の
境

界
は
柳
瀬
川
に
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

も
う
一
つ
例
を
あ
げ
る

と
、
こ
の
辺
り
が
川
越
藩

領
に
な
っ
て
い
た
寛か
ん
え
ん延
二

年
（
一
七
四
九
）
八
月
、
大

和
田
村
で
は
、「
中
野
村
で

も
川
越
街
道
大
和
田
宿
の

人
馬
役
を
負
担
す
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
出

た
。
こ
れ
に
対
し
、
入
間

郡
中
野
村
の
百
姓
総
代
ら

が
、
そ
の
よ
う
な
例
は
こ
れ

ま
で
な
か
っ
た
と
、
逆
に
大

和
田
村
村
役
人
た
ち
を
訴

え
た
。
十
八
世
紀
半
ば
の

こ
の
時
点
で
も
、
中
野
村

は
入
間
郡
に
属
す
る
一つ
の

村
で
、
大
和
田
に
は
組
み

入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

 

こ
の
よ
う
な
争
論
は
過

去
に
お
い
て
三
度
ほ
ど
あ

り
、
結
果
的
に
は
中
野
村

の
言
い
分
が
通
っ
て
い
た
。

こ
の
と
き
の
結
論
は
不
明

だ
が
、
こ
う
し
た
川
越
街

道
の
整
備
強
化
の
た
め
の

訴
訟
繰
り
返
し
の
中
で
、

中
野
は
大
和
田
の
一
部
に

組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
期
は

不
明
で
あ
る
。

柳
瀬
川
か
ら
坂
を
上
る

今
で
は
そ
の
跡
も
消
え
て

し
ま
っ
た
が
、
英

橋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
左
手
に
龍

泉
寺
と
い
う
寺
が

あ
っ
た
。
中
野
の

熊
野
神
社
が
大

和
田
の
氷
川
神
社

に
合
祀
さ
れ
る
以

前
、
獅
子
舞
の
し

た
く
は
龍
泉
寺
で

行
わ
れ
、
ま
ず
熊

野
神
社
へ
奉
納
し

た
あ
と
村
内
を
巡

り
、
最
後
に
龍
泉

寺
で
舞
い
納
め
を
し
た
と
い

う
。し

か
し
、
中
野
の
熊
野

中野の広場で

 

大
和
田
氷
川
神
社
境
内
で

の
獅
子
舞

八
月
の
末
日
に
近
い
土

曜
日
の
夕
方
四
時
ご
ろ
、

大
和
田
氷
川
神
社
の
境
内

で
年
一
回
の
「
中
野
の
獅
子

舞
」
が
演
じ
ら
れ
る
。
も

と
も
と
こ
の
獅
子
舞
は
、

新
座
市
中
野
に
あ
っ
た
熊

野
神
社
に
奉
納
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
明
治

四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に

中
野
の
熊
野
神
社
が
大
和

田
氷
川
神
社
に
合ご
う
し祀
さ
れ
、

そ
の
建
物
が
氷
川
神
社
社

殿
に
向
っ
て
右
奥
に
移
築

さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
緯
が
あ
っ
た
も
の

の
、
現
在
は
氷
川
神
社
と

熊
野
神
社
の
共
通
の
境
内

で
獅
子
舞
が
奉
納
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、

獅
子
舞
の
一
行
は
地
元
中

野
に
も
ど
っ
て
、
再
び
八
時

三
十
分
こ
ろ
か
ら
獅
子
舞

を
演
じ
る
。

新
座
市
中
野
地
区
は
、

川
越
街
道
ぞ
い
に
位
置
す

る
。
川
越
街
道
は
以
前
か

ら
あ
っ
た
道
筋
を
活
用
し

て
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ

た
も
の
だ
。
そ
の
コ
ー
ス
は

中
山
道
の
板
橋
宿
か
ら
分

か
れ
て
上
板
橋
宿
・
下
練

馬
宿
、
埼
玉
県
に
は
い
っ
て

白
子
宿
（
和
光
市
）・
膝

折
宿
（
朝
霞
市
）・
大
和

田
宿
（
新
座
市
）・
大
井

宿
（
ふ
じ
み
野
市
）
と
六

つ
の
宿
場
を
通
っ
て
川
越
の

城
下
に
達
す
る
（
道
自
体

は
そ
の
先
も
熊
谷
ま
で
つ
づ

き
、
再
び
中
山
道
に
合
流

す
る
）。
こ
の
コ
ー
ス
で
大

和
田
宿
を
越
し
た
所
に
あ

る
の
が
中
野
地
区
で
あ
る
。

で
は
、
大
和
田
氷
川
神

社
か
ら
中
野
地
区
の
散
策

に
向
か
お
う
。
ま
ず
、
大

和
田
氷
川
神
社
に
行
く
に

は
、
志
木
駅
南
口
バ
ス
停
か

ら
跡
見
学
園
女
子
大
学
行

き
、
ま
た
は
所
沢
駅
行
き

の
西
武
バ
ス
に
乗
り
、
新
座

車
庫
で
降
り
て
、
そ
の
先

を
徒
歩
で
少
し
だ
け
進
め

ば
右
手
に
あ
る
。

大
和
田
氷
川
神
社
は
、

そ
の
裏
手
に
隣
接
す
る
普ふ

光こ
う
み
ょ
う
じ

明
寺
と
と
も
に
九
世
紀

初
頭
の
平
安
時
代
初
期
か

ら
開
か
れ
て
い
た
と
い
わ

れ
、
両
寺
社
の
あ
い
だ
に
は

鎌
倉
街
道
が
通
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
か
ら
分
か
る
よ

う
に
、
こ
の
辺
り
は
大
和

田
の
中
で
も
古
く
か
ら
開

け
て
い
た
所
で
、
大
和
田
本

村
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
川

越
街
道
か
ら
引
っ
込
ん
だ

場
所
に
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

も
、
川
越
街
道
整
備
以
前

か
ら
の
中
心
地
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

大
和
田
氷
川
神
社
や
熊

野
神
社
を
拝
観
し
た
ら
、

鳥
居
前
の
道
を
し
ば
ら
く

バ
ス
が
進
ん
で
行
っ
た
西
方

向
に
歩
く
と
十
字
路
に
出

る
の
で
、
そ
こ
を
右
に
ま

が
っ
て
北
方
向
に
歩
く
。
こ

の
南
北
の
道
は
旧
川
越
街

道
で
あ
る
。
そ
の
旧
道
を

北
に
向
か
い
、
す
ぐ
近
く
の

柳
瀬
川
を
越
え
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
突
然
道
は
途
切

れ
、
そ
の
先
の
橋
は
切
り

取
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
旧

道
に
は
英
は
な
ぶ
さ

橋ば
し
が
か
か
っ
て
い

た
の
だ
が
、
浦
和
・
所
沢
バ

イ
パ
ス
が
出
来
た
た
め
、
英

橋
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
つ

く
ら
れ
、
交
通
路
が
か
わ
っ

て
し
ま
っ
た
の
だ
。

幸
い
な
こ
と
に
、
す
ぐ

左
手
は
旧
川
越
街
道
（
県

道
一
〇
九
号
線
）
と
新
川

越
街
道
（
国
道
二
五
四

号
線
）
の
合
流
点
と
な
っ

て
お
り
、
そ
こ
に
は
新

し
い
英
橋
が
か
か
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
車
な
ら
そ

の
ま
ま
左
手
の
橋
を
渡

れ
る
が
、
歩
く
場
合
は

脇
の
歩
行
者
道
路
を
渡
り
、

下
に
く
だ
っ
て
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
堤
下
の
ト
ン
ネ

ル
を
く
ぐ
る
な
ど
、
未
知

の
世
界
に
出
掛
け
る
よ
う

な
感
じ
さ
え
し
て
し
ま
う
。

柳
瀬
川
に
か
か
る
英
橋
を

渡
る
と
、
新
座
市
の
中
野

        滔 （々舞いながら太鼓を叩く）

三代目獅子頭（現役）

倶利伽羅龍王
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そ
の
分
、
塚
が
削
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。

こ
の
富
士
塚
は
、
富

士
山
を
信
仰
す
る
大

和
田
・
中
野
地
区
の

丸ま
る
き
ち
こ
う

吉
講
に
よ
っ
て
、
明
治

四
年
（
一
八
七
一
）
に
造
営

さ
れ
た
も
の
だ
。
丸
吉
講

は
、
新
座
片
山
の
富
士
行

者
、
浅あ
さ
う
み海

吉
右
衛
門
に

よ
っ
て
天
保
二
年（
一
八
三
一
）

ご
ろ
つ
く
ら
れ
た
信
仰
集

団
で
、
中
野
富
士
を
築
山

し
た
大
和
田
・
中
野
の
丸

吉
講
員
た
ち
も
、
江
戸
時

代
末
期
の
そ
の
こ
ろ
か
ら

信
仰
活
動
を
始
め
て
い
た

こ
と
は
た
し
か
だ
。

な
お
、
同
じ
新
座
市
の

片
山
地
区
に
あ
る
法
台
寺

の
裏
手
に
は
、
天
保
二
年

に
、
浅
海
吉
右
衛
門
ら
片

山
の
丸
吉
講
に
よ
っ
て
つ
く

ら
れ
た
富
士
塚
（
片
山
富

士
）
が
残
っ
て
い
る
。

 

中
野
の
富
士
塚
の
後
ろ
は

跡
見
学
園
女
子
大
の
建
物

で
あ
る
。
注
意
し
て
階
段

を
お
り
、
川
越
街
道
を
ほ

ん
の
少
し
歩
け
ば
正
門
だ
。

                       

　

跡
見
女
子
大
と
西
武
台

高
校決

し
て
田
舎
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
が
、
農
村
的

な
雰
囲
気
を
残
し
て
い
る

新
座
市
中
野
地
区
は
、
ま

た
二
つ
の
私
立
学
校
を
有

す
る
文
教
地
帯
で
も
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
昭
和
四
〇
年

（
一
九
六
五
）、
一
二
〇
年
の

私
学
の
伝
統
を
持
つ
跡
見

学
園
が
、
跡
見
学
園
女
子

大
学
を
開
校
し
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
経
済
的
な
効

果
は
別
と
し
て
、
街
に
若

さ
と
華
や
か
さ
を
も
た
ら

し
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

ま
た
、
創
業
者
を
偲
ん
で

大
学
内
に
「
花か
け
い蹊

記
念
資

料
館
」
を
併
設
し
、
美
術
・

歴
史
・
文
化
な
ど
の
公
開

に
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
も
、

大
き
な
利
点
と
い
え
よ
う
。

校
地
造
成
中
の
昭
和

三
十
八
年
（
一
九
六
三
）

十
二
月
、
石
器
時
代
の
土

器
が
発
見
さ
れ
た
と
こ
ろ

か
ら
工
事
を
中
止
し
、
発

掘
調
査
に
あ
た
っ
た
と
こ

ろ
、
縄
文
時
代
中
期
の

住
居
跡
が
五
例
、
弥
生

時
代
後
期
の
住
居
跡
が
一

例
、
あ
わ
せ
て
六
例
が
発

掘
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
れ

を
記
念
し
て
、校
地
内
に
は

「
尓に

い

く

ら

比
久
良
竪
穴
住
居
群

趾し

」
の
案
内
記
念
碑
が
残

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
は
、
洪
水
が

お
こ
っ
て
も
被
害
が
及
ば
な

い
台
地
の
上
で
あ
る
。
し
か

も
、
台
地
の
下
に
は
地
中

か
ら
溢
れ
出
る
湧
水
地
が

あ
り
、
柳
瀬
川
が
流
れ
る
。

古
代
中
野
人
に
と
っ
て
、
こ

ん
な
に
住
み
や
す
い
と
こ
ろ

は
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
の
自

然
の
豊
か
さ
は
、
基
本
的

に
は
昭
和
の
前
半
期
ま
で

の
中
野
を
支
え
て
い
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。

も
う
一
つ
は
、
昭
和

五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に

武
陽
学
園
西
武
台
高
校
が

開
校
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

跡
見
学
園
女
子
大
の
正
門

前
の
歩
道
橋
を
渡
っ
て
向

こ
う
側
の
歩
道
に
出
、
ほ

ん
の
少
し
柳
瀬
川
方
向
に

な
町
や
豪
壮
な
社や
し
ろを
表
現

し
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は

京
都
を
う
た
っ
た
も
の
だ

ろ
う
と
も
考
え
ら
れ
て
い

る
。中

野
の
獅
子
舞
は
郷
土

の
誇
り
で
あ
り
、
郷
土
の

歴
史
・
史
跡
・
文
化
財
と

も
深
く
関
わ
る
。
夏
の
夜

空
の
下
で
繰
り
広
げ
ら
れ

る
こ
の
奉
納
芸
能
は
、
演

じ
ら
れ
る
場
所
は
か
わ
っ
て

も
、
お
ご
そ
か
で
神
秘
的
で

あ
る
。
現
代
に
な
っ
て
も
、

い
や
、
人
々
の
心
が
ば
ら
ば

ら
に
な
り
そ
う
な
現
代
だ

か
ら
こ
そ
、
い
つ
ま
で
も
躍

動
し
つ
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

本
稿
は
細
沼
利
輔
氏
他

一
名
か
ら
う
か
が
っ
た
話
を

参
考
に
さ
せ
て
戴
い
た
。

舞
を
奉
納
す
る
芸
能
で
あ

る
。獅

子
舞
に
は
大
き
く
分

け
て
、
胴
体
部
分
に
複
数

の
人
が
は
い
っ
て
一
匹
の
獅

子
を
操
作
し
た
り
（
大
獅

子
）、一
人
で
一
匹
の
獅
子
頭

を
操
作
す
る
（
小
獅
子
。

正
月
の
獅
子
舞
な
ど
）「
伎ぎ

楽が
く

系
獅
子
舞
」
と
、一
人
が

一
匹
の
獅
子
と
な
っ
て
腹
に

く
く
り
つ
け
た
太
鼓
を
打

ち
な
が
ら
舞
う
「
風ふ
り
ゅ
う流
系

獅
子
舞
」
の
二
系
統
が
あ

る
。
関
東
（
特
に
埼
玉
県
・

東
京
都
が
多
い
）
や
東
北

地
方
で
行
わ
れ
る
の
は
風

流
系
獅
子
舞
が
主
流
で
、

な
か
で
も
三
匹
獅
子
舞
が

も
っ
と
も
多
い
。
中
野
の

獅
子
舞
も
三
匹
獅
子
舞
で
、

雄
獅
子
が
雌
獅
子
を
奪
い

合
い
、
山
の
神
と
中
獅
子

が
雌
獅
子
を
隠
す
「
花
隠

し
」
の
場
面
が
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
と
な
る
。
し
か
し
、
各

地
域
の
獅
子
舞
は
、
舞
い
、

音
楽
、
歌
詞
に
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
も
ち
、
全
く
同

じ
獅
子
舞
は
な
い
と
い
う
。

と
く
に
中
野
の
獅
子
舞

は
、
前
か
が
み
に
な
っ
て
舞

う
様
子
が
、
田
の
草
を
取

る
姿
と
似
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、「
田
の
草
獅
子
」
と

よ
ば
れ
て
い
る
。
平
成
六
年

（
一
九
九
四
）
に
は
新
座
市

の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
。

ま
た
中
野
の
獅
子
舞
は
、

細
沼
仁
左
衛
門
と
い
う
村

人
が
龍
泉
寺
の
住
職
と
上

方
見
物
を
し
た
さ
い
、
京

都
の
由
緒
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
獅
子
頭が
し
ら一
頭
、短
刀
一
振
、

お
墨
付
き
を
拝
領
し
、
獅

子
舞
を
見
せ
な
が
ら
帰
っ

て
き
た
の
に
始
ま
る
と
い

う
。
そ
の
年
代
は
定
か
で
は

な
い
が
、
古
い
獅
子
頭
や
太

鼓
に
記
さ
れ
た
も
の
か
ら

天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）

こ
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
共
同
墓
地
に
は
、
天

明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
細

沼
仁
左
衛
門
が
先
祖
の
た

め
に
建
て
た
墓
石
が
残
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
こ
ろ

の
細
沼
仁
左
衛
門
と
い
う

人
物
が
い
た
こ
と
は
間
違
い

な
い
。

歌
詞
の
中
に
は
、
大
き

下
る
と
、
西
武
台
高

校
に
向
う
矢
印
が
で

て
い
る
。
そ
れ
に
従
っ

て
路
地
に
は
い
り
、
道

な
り
に
歩
く
と
校
舎

が
見
え
て
く
る
。
こ
の

あ
た
り
は
台
地
で
水

が
な
い
か
ら
、
昔
か
ら

の
畑
作
地
帯
だ
ろ
う
。

西
武
台
高
校
の
敷

地
は
、
か
つ
て
獅
子
舞

が
行
わ
れ
て
い
た
中
野

の
熊
野
神
社
の
跡
地
で
あ

る
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
、
西

武
台
高
校
は
台
地
の
上
か

ら
下
に
か
け
て
、
斜
面
を
い

か
し
な
が
ら
建
て
ら
れ
て
い

る
。
樹
木
が
鬱う
っ
そ
う蒼
と
生
え

る
斜
面
の
中
腹
に
、
古
式

豊
な
神
社
が
た
た
ず
む
光

景
を
想
像
す
る
こ
と
は
で

き
る
。

許
可
を
も
ら
っ
て
校
内

敷
地
に
入
れ
て
も
ら
う
。

熊
野
神
社
の
斜
面
の
一
部
が

土
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
そ

の
中
腹
に
「
熊
野
神
社
跡

地
記
念
碑
」
と
彫
ら
れ
た

記
念
碑
が
た
っ
て
い
る
。
か

つ
て
「
お
滝
」
と
な
っ
て
い

た
水
脈
は
現
在
も
生
き
て

お
り
、
水
を
湧
出
し
つ
づ
け

て
い
る
。
か
つ
て
は
数
百
年

を
経
た
杉
・
樫か
し

・
ケ
ヤ
キ

の
巨
木
が
生
い
茂
り
、
昼

で
も
薄
暗
い
ほ
ど
だ
っ
た
と

い
う
。
中
野
の
獅
子
舞
は
、

こ
う
し
た
森
と
水
に
恵
ま

れ
た
環
境
の
中
で
、
舞
い
つ

づ
け
ら
れ
て
き
た
の
だ
。

か
つ
て
熊
野
神
社
は
中

野
村
の
共
有
地
で
あ
っ
た

が
、
明
治
以
降
は
、
法
的

に
所
有
者
を
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
さ

ら
に
戦
後
の
新
憲
法
で
は
、

家
督
相
続
が
廃
さ
れ
、
配

偶
者
の
ほ
か
子
ど
も
全
員

に
平
等
に
相
続
す
る
こ
と

が
決
め
ら
れ
た
。
そ
う
な

る
と
、
子
の
代
、
孫
の
代

に
な
る
と
、
次
第
に
相
続

人
が
増
え
て
く
る
。
そ
こ
で

早
く
か
ら
相
続
人
を
探
し

出
す
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。

期
間
は
お
よ
そ
二
十
年
を

要
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
結

論
的
に
は
、
西
武
台
高
校

に
土
地
を
売
っ
て
全
て
を

精
算
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

中
野
の
獅
子
舞
の
伝
統

獅
子
舞
は
、
五
穀
豊
穣
、

旱か
ん
ば
つ魃
の
と
き
の
雨
乞
い
、

悪
病
流
行
の
と
き
の
厄
払

い
な
ど
を
祈
っ
て
、
神
仏
に

インタビューのスナップ

 
熊野神社跡地の記念碑

  （西武台高校内）

中野富士 中野の薬師堂

遺跡の記念碑（跡見学園内）

熊野神社の滝の水脈（西武台高校内）

薬師堂

熊野神社跡

◇柳瀬山荘

◇中野富士（川越街道べり）
◇倶利伽羅龍王（川べり）　　

所沢市

三芳町
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総
務
省
関
東
総
合
通
信

局
は
、
10
月
31
日
付
け
で
、

申
請
者
「
す
ま
い
る
エ
フ

エ
ム
株
式
会
社
」
に
対
し

て
、
超
短
波
放
送
局
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
）
の

予
備
免
許
を
交
付
し
た
。

送
信
所
は
朝
霞
市
西

原
1
ー
3
ー
3　

演
奏
所

（
ス
タ
ジ
オ
）
は
朝
霞
市

西
原
1
ー
2
ー
34

呼
び
出
し
名
称
は
「
あ

さ
か
エ
フ
エ
ム
」

周
波
数　

7
6
.
7
メ

ガ
ヘ
ル
ツ
、
空
中
線
電
力

は
1
ワ
ッ
ト

代
表
取
締
役
柏
木
恭
一

氏
に
よ
れ
ば
、
本
免
許
取

得
の
の
ち
、
四
月
の
開
局

を
予
定
し
て
い
る
。

市
民
の
積
極
的
な
自
己

発
信
に
力
を
い
れ
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
も
併
設

し
て
、
地
域
の
活
性
化
、

商
業
の
振
興
、
災
害
時
対

策
へ
の
貢
献
を
目
指
す
。

も
聴
く
人
の
心
に
強
く
訴

え
る
。

も
う
一
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
バ
ッ
ハ
作
曲
「
マ
ニ
フ
ィ

カ
ト
」、
バ
ッ
ハ
の
声
楽
曲

の
中
で
、
も
っ
と
も
美
し

い
曲
と
し
て
知
ら
れ
る
。

教
会
や
修
道
院
の
夕
べ
の

祈
り
の
音
楽
で
、「
志
木

第
九
の
会
」
の
は
じ
め
て

の
バ
ッ
ハ
は
注
目
さ
れ
る
。

管
弦
楽
は
「
東
京
ニ
ュ
ー

シ
テ
ィ
管
弦
楽
団
」。

音
楽
監
督
・
指
揮
は　

　

三
澤
洋
史

と
き
：
２
月
４
日
（
日
）

開
演
：
午
後
２
時

共
催
：
（
財
）
志
木
市
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

入
場
料
：
3
0
0
0
円

問
合
せ
先
：
志
木
第
九

の
会
事
務
局
、
岡
嶋
方

☎
：
0
4
8
ー
4
7
3
ー

6
3
6
8

新
座
市
写
真
ク
ラ
ブ
交
流
会

新
座
市
の
景
観
を
、
七

つ
の
写
真
サ
ー
ク
ル
が
撮

影
し
た
作
品
、
記
録
重
視

の
写
真
86
点
が
展
示
さ
れ

る
。第

一
回
か
ら
の
ア
ル
バ
ム

は
、
新
座
市
中
央
図
書

館
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
市
民

は
何
時
で
も
閲
覧
で
き

る
。
こ
れ
か
ら
続
け
ら
れ

れ
ば
、
貴
重
な
ア
ー
カ
イ

ブ
と
な
り
、
市
の
財
産
と

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

第
十
回
写
真
展
「
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
」　

で
開
催

志
木
第
九
の
会

二
月
四
日
定
期
演
奏
会
を
志
木
市
民
会
館
で

結
成
さ
れ
て
十
五
年
、

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
合
唱
付

き
第
九
交
響
曲
を
演
奏
す

る
の
は
、
７
年
ぶ
り
４
回

目
、
歌
唱
・
表
現
と
も
よ

り
緻
密
で
、
よ
り
豊
か
な

『
志
木
第
九
の
会
』
の
力

強
い
活
動
を
市
民
に
公
開

す
る
。

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
は
シ
ラ
ー

の
「
歓
喜
に
寄
せ
る
」
の

詩
を
合
唱
曲
と
す
る
こ
の

交
響
曲
を
完
成
し
た
が
、

こ
の
曲
に
込
め
ら
れ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
一
八
〇
年

の
と
き
を
超
え
て
、
い
ま

松
は
マ
ツ
科
マ
ツ
属　

 

　

P
in
a
ce
a
e P
in
u
s 

の

針
葉
樹
。
日
本
で
は
マ
ツ

と
い
っ
た
場
合
、
黒
松
、

赤
松
を
指
す
こ
と
が
多

い
。
ま
た
日
本
語
で
マ
ツ

が
つ
い
て
い
て
も
、
カ
ラ

マ
ツ
な
ど
マ
ツ
属
で
な
い

も
の
が
あ
る
。
マ
ツ
属
に

は
百
種
類
余
り
の
種
が
あ

り
、
日
本
庭
園
に
は
欠
か

せ
な
い
。
庭
木
、
盆
栽
と

し
て
使
わ
れ
る
。

松
の
葉
は
針
状
で
、
幹

に
は
堅
い
殻
が
形
成
さ
れ

る
。
ま
た
、
松
ぼ
っ
く
り
、

ま
た
は
松ま
つ

笠か
さ

と
い
う
球
状

の
果
実
が
で
き
る
。
松

ぼ
っ
く
り
の
中
に
は
種
が

作
ら
れ
、
繁
殖
す
る
。

日
本
で
は
長
寿
を
表
す

縁
起
の
よ
い
木
と
さ
れ
、

松
、
竹
、
梅
の
三
つ
を
松

竹
梅
と
呼
ん
で
お
祝
い
に

使
う
。

松ま
つ

脂や
に

は
、
バ
イ
オ
リ
ン

の
弦
に
つ
け
て
滑
ら
か
に

し
、
そ
の
ほ
か
様
々
な
分

野
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

分
類
上
は
単
維
管
束
亜

属
（
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
）
と
複

維
管
束
亜
属
（
ニ
ヨ
ウ
マ

ツ
）
に
分
け
ら
れ
る
。

日
本
に
自
生
す
る
五
葉

松
類
と
し
て
は
、

ヒ
メ
コ
マ
ツ
（
別
名

ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
） P

in
u
s 

p
a
r
v
iflo
r
a

な
ど
。　

　

日
本
に
分
布
す
る
二
葉

松
と
し
て
ア
カ
マ
ツ
（
赤

松
）P

.d
e
n
siflo

r
a

ク
ロ
マ
ツ
（
黒
松
）P

. 

th
u
n
b
e
r
g
li

な
ど
。

　

松
羽
目

歌
舞
伎
の
舞
台
の
正
面

に
老お
い

松ま
つ

を
描
い
た
舞
台
装

置
を
松ま
つ

羽ば

目め

と
い
う
。

松
羽
目
は
大
道
具
と
し

て
、
舞
台
の
上
に
吊
ら
れ

て
い
て
、
使
用
し
な
い
時

は
舞
台
の
上
に
隠
れ
て
い

る
が
、
必
要
な
時
に
降
り

て
く
る
。
松
羽
目
物
は
、

能
舞
台
に
由
来
し
、
舞
踊

を
格
調
の
高
い
も
の
に
す

る
た
め
、
歌
舞
伎
に
取
り

入
れ
ら
れ
た
。
松
羽
目
が

使
わ
れ
る
舞
踊
を
松
羽
目

物
と
い
う
。

朝
霞
・
志
木一帯
の
F
M
放
送

　
「
す
ま
い
る
エ
フ
エ
ム
」
に
仮
免
許
交
付

お
正
月
の
木　

松　

特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
P
O
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と

行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を

行
い
、
報
道
に
よ
っ
て
市
民

の
公
共
参
加
を
推
進
し
、
地

域
内
の
メ
デ
ィ
ア
事
業
を
行
っ

て
、市
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ

ス
」
は
N
P
O
市
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
編
集
・
発
行
し
、
無

料
で
配
付
し
ま
す
。

　
　
　
＊　
＊　
＊

◇　

読
者
の「
オ
ピ
ニ
オ
ン（
意

見
／
考
え
）」を
募
集
し
ま
す
。

T
E
L

0
9
0
（
3
0
4
8
）

5
5
0
2

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ

地
域
情
報

昨年の公演の華やかなステージ、メンデルスゾーンのオラトリオ「エリア」

　合唱団の練習風景

清澄庭園のクロマツ


